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喜入旧麓地区景観形成重点地区指定取組

鹿児島市との連携協定にともなう喜入旧麓地区の景観保存活動 
―第 1 回現地調査の概要― 

国際文化学部国際文化学科・教授

太田 秀春

 
１．実施日  

平成 27 年（2015）6 月 14 日（日） 
 
２．参加者 

【大学】教員 1 名（太田） 
ゼミ生 22 名（2 年生 11 名、3 年生 8 名、留学生 2 名、大学院生(TA) 1 名） 

【鹿児島市】都市景観課 担当職員 1 名（禰占様） 
【地区住民】公民館の管理の方 3 名 

 
３．調査概要 

昨年度に締結された鹿児島市との連携協定に基づき、今後の活動の方向性やその可否を

探るために現地を訪問し、現状の把握と地域資源の調査を実施。 
当日は大雨警報発令中の雨天という悪条件ではあったが、鹿児島市都市景観課の禰占様

にご同行いただき、現地に到着した時点で幸いにも一時的に雨が弱まり、公民館を管理さ

れている地域の方と合流して、ご案内をいただく。喜入旧麓地区を歩きながら、周辺の歴

史的遺産や自然景観を２時間ほど調査。午後には知覧の伝統建造物群保存地区を視察する

ことを計画していたが、豪雨になったためにミュージアム知覧に変更し、武家屋敷の復元

模型や展示を利用して説明。予定を切り上げて帰着。 
上記の現地調査の結果、喜入旧麓地区には興味深い地域資源が多数存在していることを

確認。学生たちにとっても、現地で鹿児島市や地域の方々との調査は、ゼミで得た知識や

スキルを社会に還元したり活かしたりするうえで得るものが多く、有意義な学びに。 
 

４．連携事業の今後 
喜入旧麓地区の地域資源については、その意義づけも含めてさらなる調査が必要。その

上で、地域にどのようなアプローチをしていくか、鹿児島市と調整する必要あり。これに

ついては、7 月 7 日に第一回調査の概要を鹿児島市都市景観課と話し合い検討中。 
また、今回の調査で浮き彫りとなった多くの課題点をどうするか。 

 
５．来年度以降の活動を継続していくための課題 
① 学生の金銭的負担の問題 
・今回の交通費は、産学官連携センターから全面的な援助あり。しかし、連携先の鹿児島

市都市景観課では今年度は予算化しておらず、来年度も都市景観課での予算化は期待薄。

調査は貸し切りバスでの移動が基本となり、１回の調査でも相当の費用が必要。 
・調査は基本的に一日がかりになり昼食が必要。今回は学生負担で実施したが、調査のた

めの必要経費に組み入れるのが妥当では。 
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② リスクの問題 
・調査中の学生の事故や、器物損壊などのリスクに対する補償（学生部で加入している保

険で対応できるのか）。今回は文化財など貴重なものに触れる活動であったため、課外活動

用の一日保険に学生負担で加入したが、できれば大学や市で負担を。鹿児島県が実施して

いる世界遺産ＰＲ活動では、参加学生の保険は県が負担。 
・今回は雨天で、当日は朝方に発令された大雨警報の中で実施。昼食も団体で予約してお

り当日キャンセルは不可。バスや昼食をキャンセルした場合の負担の問題（現状では学生

の負担に）。簡単に中止の判断すらできない、という事態を避けるための方策の必要性。 
・全般的に校外での活動はリスクの問題がある。これらを解決する方策の整備。 
③ 担当教員のインセンティブ 
・これらの活動に対する大学内での位置づけ。実施している教員に対する評価の問題。見

方によっては大学で授業をしている方がリスクもなく楽。実施のたびに担当教員の持ち出

しが出ないような支援体制の実現を。 
④ 鹿児島市との連携協定 
・大枠はできているが、細部についてはさらに詰める必要性。 
 
６．調査風景 

   
武家門と武家屋敷跡の調査       牧瀬家武家門と石塀（景観重要建造物） 

 

   
在地技術で築かれた江戸時代の石垣調査     伝説の残る名勝地・香梅ヶ渕 
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第36回谷山ふるさと祭踊り連参加
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第30回国民文化祭・かごしま2015
  

国民文化祭「現代劇の祭典」ボランティアに関する報告 

 

      日  時    １０月３１日（土）、１１月１日（日）９：００～１９：００ 

      場  所    谷山サザンホール 

参加者  １０／３１：ボランティア学生 ８名、職員 ４名 
１１／ １：ボランティア学生 ８名、職員 ３名 

   ※2 日間の参加学生 16 名のうち両日参加 2 名の重複あり。 
詳細は別紙、名簿参照 

         
 
  ■参加学生について 

10/30（前日）に体調不良により 10/31 に 2 名、11/1 に 2 名のキャンセルがあっ 
たが、学生課 小林課長、清藤課長補佐のご協力により 10/31 に 1 名、参加学生

の宮野さんの紹介により 11/1 に 2 名の追加ができた。 
       

【当日の状況】 
 10/31⇒当日、体調不良 2 名、忌引き 1 名のキャンセルあり。結果 8 名の参加。

 11/1 ⇒当日、体調不良にて 5 名のキャンセルあり。結果 8 名の参加。 
 
 

■集客実績について 
    10/31⇒ 254 人 （内訳：大人 195 人 、小中高 59 人） 
    11/1 ⇒ 530 人 （内訳：大人 462 人 、小中高 68 人） 
      ※2 日間の合計数 784 人 
 
 
■概要 
  当初、学生ボランティア参加学生数については各日 12 名の予定であったが、前日や

当日のキャンセルがみられたことから、今後は補欠要員の確保も必要と思われる。 
 幸い、他の部局（学生課）の協力や学生紹介の追加により大幅な減は無かったものの、

やはり他部局との連携も密にしておく必要がある。 
  従事する学生については、全員よく頑張ってくれたので、主催者側の評価は良かった。

なかでもサークルに所属している学生においては、自分の立場や先を見越した行動など

スムーズにできる傾向がみられた。このことから、今後、学生ボランティアセンター（仮

称）の設置にあたり、サークルと連動させサークル入会＝ボランティア活動参加とし、

参加したサークルにポイント加算の特典（ポイント数に伴う活動費援助）なども取り入

れるとよいのではないかと思われる。 
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かごしま国民文化祭 開会式でウエルカムパフォーマーとして出演 

 

10 月 31日（土），皇太子同妃両殿下の御臨席を仰ぎ，国内最大の文化の祭典「第 30

回国民文化祭・かごしま２０１５」の開幕を飾る「開会式・オープニングフェスティバ

ル」が鹿児島アリーナで開催されました！！ 

そこに、国際文化学部教授のマクマレイ先生と国際文化学部の学生が、俳句を詠んだ

り歌を歌ったりするウエルカムパフォーマーとして参加してきました。およそ 30 分間

のステージ出演でしたが、かわいいハロウィーンの衣装を着たりして 500 人以上の観衆

や皇太子同妃殿下を前に、大いにステージを盛り上げてきました。 
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大和村地域振興事業
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ふるさと水土里の探検隊

ふるさと水土里の探検隊（八幡・諏訪地区） 
 

産学官地域連携センター長 大久保 幸夫

 
本事業は、鹿児島県（農政部農村振興課）との連携事業で、地域住民と本学学生が共同

で集落点検やワークショップ、住民アンケート調査を行い、大学生による地域づくりの提

案等を踏まえ、地域課題の整理や保全活動計画を作成し、地域住民活動の活性化を図るこ

とを目的としている。平成２１年度から毎年地域を変えて実施している。今年度は、経済

学部経済学科の菊地ゼミ２年生９名と菊地教授、大久保が参加して、日置市日吉町川東（八

幡・諏訪）地区で行われた。なお、本事業推進のために鹿児島県と本学は、平成２７年１

２月３日に連携協定を結んでいる。 
 打合せ：平成２７年１０月２８日、探検隊の実施にあたり、地区、県、大学が連携して

進めていくための今後の方針について協議した。（八幡地区集会施設） 
 第１回目：平成２７年１２月５日（土）に総勢８０名余りが集まり、４コースに分かれ

て集落点検を行った。その後、地域の現状や課題などの意見を出し合い、集落点検マップ

を作成した。 
 第２回目：平成２８年１月３０日（土）、第１回目で作成した点検マップを再確認しなが

ら、地域の良いところを活かしかつ地域の課題を解決するにはどのようにすればよいかに

ついて話し合い、アイデアを出し合った。（八幡地区集会施設） 
 第３回目：平成２８年３月１８日（金）、第２回目の話し合い結果をもとに、本学が行っ

たアンケート調査結果の報告と学生たちからの地域活性化策の提案を踏まえ、八幡・諏訪

地区の活性化に向けた将来像や具体的な活動計画について話し合った。学生たちと教員は、

この提案のために３回学内で話し合いを行った。 
 学生たちにとって、知らない地域に入って調査（フィールドワーク）を行うのは初めて

のこともあり新鮮であったようだ。ＫＪ法のようなデータのまとめ方やファシリテーショ

ン等フィールドワークの方法について勉強する機会にもなったと思われる。また、若いひ

とが少ない地域で、大学生との交流や意見交換、地域活性化提案は、住民の皆さんに歓迎

されていた。次年度も、入門的なフィールドワークとして継続していきたい。 
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阿久根市地域活性化プロジェクト
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インターンシップ成果報告会
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新聞記事等

南日本新聞 2015(平成27)年12月15日

南日本新聞

2015(平成27)年12月22日南日本新聞 2016(平成28)年３月８日

南日本新聞 2015(平成27)年11月24日
南日本新聞 2016(平成28)年２月５日
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南日本新聞 2016(平成28)年３月６日

南日本新聞 2016(平成28)年２月６日

南日本新聞 2016(平成28)年３月23日

南日本新聞 2016(平成28)年２月26日
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委員名簿・事務局

◎地域人材育成委員会・委員名簿            （平成28年3月31日現在） 

氏名 所属・職名 
津 曲  貞 利 鹿児島国際大学 学長 

大久保 幸夫 鹿児島国際大学 副学長・産学官地域連携センター長 

飯 田  敏 博 鹿児島国際大学 副学長・学生総合支援センター長 

岡 田  和 憲 鹿児島国際大学 事務局長 

福 島  誠 治 鹿児島大学学長補佐・産学官連携推進センター長 

松木園   富雄 鹿児島市 副市長 

寺 地  正 ? ? 阿久根市 副市長 

坂 元  茂 昭 西之表市 副市長 

伊 集 院  幼 大島郡大和村 村長 

白 川  順 二 南大隅町 副町長 

内  道 雄  かごしま市商工会 会長 

稲 葉  直 寿 鹿児島相互信用金庫 理事長 

滿 田  學  鹿児島興業信用組合 理事長 

 

 

◎教育プログラム開発委員会・委員名簿        （平成 28 年 3 月 31 日現在） 

氏名 所属・職名 

大久保 幸夫 鹿児島国際大学 副学長・産学官地域連携センター長 

飯 田  敏 博 鹿児島国際大学 副学長・学生総合支援センター長 

岡 田  和 憲 鹿児島国際大学 事務局長 

小 林  潤 司 鹿児島国際大学 教務部長 

飯 田  伸 二 鹿児島国際大学 研究教育開発センター長 

高 橋  信 行 鹿児島国際大学 地域総合研究所長 

菊 地  裕 幸 鹿児島国際大学 経済学部教授 

太 田  秀 春 鹿児島国際大学 国際文化学部教授 

岩 崎  房 子   鹿児島国際大学 鹿児島国際大学福祉社会学部准教授 

池 田  哲 也 鹿児島市 政策企画課長 

山 元  正 彦 阿久根市 企画調整課長 

松 元  明 和 西之表市 経済観光課長 

郁 島  武 正 大島郡大和村 総務企画課長 

石 畑  博  南大隅町 総務課長 

武 田  清 孝 かごしま市商工会 広域担当経営指導員 

梶 原  隆 夫 鹿児島相互信用金庫 理事・営業開発部長 

鮫 島  俊 三 鹿児島興業信用組合 理事・総務部長 

 

 

 

（事務局）                     （平成 28 年 3 月 31 日現在） 

氏名 所属・職名 

迫 田  耕 一 産学官地域連携センター次長 

関  博 信  産学官地域連携センター COC 推進室参事 

和田 由紀乃 地域総合研究所 係長 

北 山  政 信   産学官地域連携センター 

海江田乃扶子 産学官地域連携センター書記 

上 治  麻 美 産学官地域連携センター事務補助員 

 




